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FAX ０７２―９３８－８２２１ 
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URL http://www.fujiidera-shakyo.net 

 「Yes、We can!」 
【第 44 代アメリカ合衆国大統領バラク・オバマ】 

 阪神大震災が発生して、1 月 17 日で 22 年目を迎えます。 

その間ボランティアを取り巻く環境は、少子高齢化、核家

族化、地域のつながりの希薄化等の社会背景の変化に合わ

せて、より多角化・細分化されてきました。 

 変化の中で、困難な事に直面されることも多々あると思

いますが、ボランティアセンターとしてもこれまで以上に、

相談・連携しながら、解決に向け一緒に頑張りたいと思い

ます。今年もよろしくお願いします！！ 

 

 
 
  

全社協 被災地支援・災害ボランティア情報によると、平成２３年３月１１日に東北を震源

とする東日本大震災が発生してから被災地（岩手県・宮城県・福島県３県合計）入りするボラ

ンティアの数は、平成２３年５月の１７１，９００人をピークに、平成２８年７月現在では３，

８００人まで減少しています。 

 被災地の１つ南三陸町は、平成２３年３月１１日の大津波の被害が甚大で町の６

２％（市街地で７５％）もの家屋が損壊しました。 

６年を迎えた現在、志津川市街地低地部では嵩上げ工事と高台の造成は進み、悲

願の公立志津川病院と南三陸町社協本部を含むケアセンターも新設されました。復

興は目に見える姿で着実に進んでいます。それに伴って災害公営住宅への転居・防

災集団移転も本格的に始まり、新しいコミュニティの形成が求められています。 

それらのニーズに応えるためには、まだまだ多くのボランティアの支援が不可欠

です。 

みなさまの温かいご支援、ボランティアへのご参加をよろしくお願いいたしま

す。 

＊被災地でのボランティア活動をお考えの方は必ず 

ボランティア保険に加入してください。通常のもの 

ではなく、天災タイプ（年間６００円）に入ること 

をおすすめします。在住地等（又は出発地）の社会福 

祉協議会で加入してください。 被災地の復興がスム 

ーズに行われるよう、ご理解とご協力をお願いいたし 

ます。 

http://www.fujiidera-shakyo.net/
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特集 「こども食堂～前編～」 
 近年、全国の市町村で広がるこども食堂の活動。核家族化・少子化・地域のつながりの希薄

化が進む中で、子どもの貧困がクローズアップされています。子どもたちの居場所や人間関係

づくり、学力保障の機会の確保になると注目されています。 
 今回から、2 回にわたり子ども食堂について特集します。 

 

●子どもの貧困 
 

2013 年 5 月、大阪府北区天満のマンションの一室から成人女性と幼子の遺体が発見された。

2 人は、夫による DV（配偶者間暴力：Domestic Violence）被害から逃れてきた女性とその子

どもだった。女性は、夫から逃れたい一心で親族にも居場所を伝えていなかったそうで、頼れ

る相手は誰もおらず、遺体発見時、部屋のガスや電気は止められていて冷蔵庫には何も入って

いなかった。孤立した親子の生活は深刻な困窮状態にあったと見られている。幼児の死因は”

餓死”との見方が強く、室内には「最後にもっとたくさん食べさせてあげられなくてごめんね」

と書かれたメモが残されていたのだという。残念ながら、こういった貧困が原因の痛ましい事

件は度々起きている。 

親の貧困や育児放棄により、学校の給食でしか満足に栄養のある食事をとれない子どもたち

がいる。共働きや一人親など、家庭の事情により夕食に一人でコンビニ弁当や菓子パンを食べ

て過ごす”孤食”の子どもたちも増えている。 

親世代の雇用の不安定、格差の広がりが顕著になった 90 年代から子どもの貧困問題は取り

上げられてきた。厚生労働省によると、平均所得の半額を下回る世帯で暮らす 17 歳以下の割

合を示す「子どもの貧困率」は、2012 年に 16.3％と過去最悪を更新した。約 6 人に１人の子

どもが貧困下で暮らしていることになる。人口問題研究所の調査では、一人親世帯に限った場

合の子どもの貧困率は 54.6％で、過去 1 年間に経済的理由で食費が不足した経験のある割合

は約 3 割に上った。 

平成 25 年 国民生活基礎調査の概況  厚生労働省 
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●子ども食堂とは 

 
子ども達に、無料または格安で食事を提供する『子ども食堂』という活動が、地域コミュニ

ティとの繋がりが希薄になりがちな都心を中心に、全国に広がりつつある。「食」に貧しい子

どもたちを支援しようと、ボランティアの取り組みで始まった。食材や食事を作るスタッフは

善意のボランティアや、運営者の寄付・持ち出しにより賄われているのが現状である。子ども

食堂は、子どもが一人でも入れる食堂である。開催は毎日ではなく月に 1～2 回程度のところ

が多く、子どもに人気で比較的簡単に作れるカレーライスをメニューにするところが多い。

WEB で取り組みを発信して実施日やメニューなどを積極的に公開する食堂もあるが、地域で

知る人ぞ知る取り組みとして実施しているところが多いのが現状である。子ども食堂にやって

くるのは、生活保護で暮らす母子家庭の親子や、孤食が日常化した子ども、日本語があまりで

きずに孤立している外国籍の子ども達などである。子ども食堂では、学習が遅れている子ども

がいれば、学習支援教室を開催して支援することもある。中には、子ども食堂に来店した中学

生が金銭的な事情で高校進学を諦めたと知り、その子の高校進学のために地域ボランティアが

支援を募り、無事に高校に進学できたケースもある。 

 

 

●子ども食堂の始まり 

 
子ども食堂の生みの親は、東京都大田区で八百屋だんだん（出雲の方言で”ありがとう”を

意味する）を営む近藤博子さんである。家庭の事情で給食以外はバナナしか食べていない子ど

もが近所にいるという話を耳にしたことがきっかけとなり、八百屋の店舗を利用して、子ども

一人でも入れる食堂を開いたそうだ。毎月第 2・第 4 木曜日に営業。子どもは 300 円、大人は

500 円という安価で”近所のおばちゃんたち”が作る、暖かくて美味しい手作り料理を食べる

ことができる。他の子と楽しくおしゃべりしながら食事をとる子どもがいたり、母子家庭の親

子で来店し、食事が終わった後もしばらく店に居残って、子ども同士が遊んでいる向こうで、

親同士が悩みを相談しあったりと地域の交流の場となっている。また、部活の為に勉強をする

時間を確保できない子どもの為にイベントスペースを寺子屋として活用する事もされている。 

 

 

【出典 HP】 

 

①貧困や孤食から子供を救う、”こども食堂” | kasiko[カシコ] 

②厚生労働省 平成 25 年 国民生活基礎調査の概況（貧困率の年間推移） 
 
 
 

    「子ども食堂～後編～」は、次号 

    掲載予定です。お楽しみに！！ 

 
 

 
 
 

 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj_qMWZz67QAhVIO7wKHcpaBagQFggbMAA&url=http%3A%2F%2Fkasiko.me%2F%25E8%25B2%25A7%25E5%259B%25B0%25E3%2582%2584%25E5%25AD%25A4%25E9%25A3%259F%25E3%2581%258B%25E3%2582%2589%25E5%25AD%2590%25E4%25BE%259B%25E3%2582%2592%25E6%2595%2591%25E3%2581%2586%25E3%2580%2581%25E3%2581%2593%25E3%2581%25A9%25E3%2582%2582%25E9%25A3%259F%25E5%25A0%2582%2F&usg=AFQjCNGAb9K4JAg-vi9I4u9i909quZI_ug
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                   （連絡先） 
                        TEL：０７２－９３８－８２２０ 

                        MAIL：fureai@silver.ocn.ne.jp 

「つどいの広場 ふじいでら」からのお知らせです。 

つどいの広場ふじいでらでボランティアをしませんか？ 

楽しみながら気軽にできる、ふれあいのお手伝いです。 
活動内容：①イベントボランティア…趣味や特技をお持ちで、指導頂ける方。 

                 （手芸、英会話、写真等） 

      ②託児ボランティア…イベント中、0 歳～就園前のお子さんの見守りを 

               スタッフと一緒にお手伝い頂ける方。 

日  時：①イベントボランティア…平日 10:30～12:00（曜日は応相談） 

     ②託児ボランティア…平日 10:30～12:00（イベントによって異なる） 

実施場所：つどいの広場 ふじいでら（住所：藤井寺市小山９－１－１６） 

問・申込みは直接発信者へ：TEL ０７２（９３６）００１１【スタッフ】 

 

災害ボランティア養成研修 2016 その２ 報告 

  

 11 月 29 日（火）福祉会館にて、日本赤十字社大阪府支部の方を講師にお招きし、

第二回の研修会を行いました。（参加者 33 名） 

 研修の前半は、大阪を取り巻く災害関連の話を講義形式で。後半は、AED の講習や 

身近なものを使った応急技術について学びを深めました。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【研修会の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊第 3 回は、1 月 24 日（火）に実施予定です。 

【開所時間】月～金曜日（土・日・祝除く） 午前９時～午後５時３０分 

 

mailto:fureai@silver.ocn.ne.jp

